
平成26年度『見える』安全活動コンクール 

Ⅲ. 作業に潜む危険有害性情報の「見える化」 



1. 安全重点実施事項の「見える化」

月間安全重点実施事項を唱和形式にしたもの

を朝礼会場に掲示し、週に一度全員で唱和を

行い周知徹底及び浸透を図る。 

ひとつ、班長は緑ヘルメットを着装します！ 

2. 熱中症対策の「見える化」

様々ある熱中症対策のうち、「水分補給」及

び「休憩回数」について具体的に伝達し徹底

を図る。 

休憩4回時の作業時間 

AM PM 

8:00 –   8:40 13:00 – 13:30 

8:50 –   9:30 13:40 – 14:10 

9:40 – 10:20 14:20 – 14:50 

10:30 – 11:10 15:00 – 15:30 

11:20 – 12:00 15:40 – 16:10 

休憩2回時の作業時間 

AM PM 

8:00 –   9:10 13:00 – 14:00 

9:25 – 10:25 14:10 – 15:10 

10:50 – 12:00 15:20 – 16:10 



3. 災害事例の「見える化」

現在行っている作業に係る過去の災害事例を

指差呼称リストとして作成し、ＫＹミーティ

ングの指差呼称時に、関連する項目について

選択・実施する。 

4. 重機の危険ポイントの「見える化」

バックホウ等車両系建設機械の多機能化に伴

い、取扱説明書の事前確認がより一層重要に

なってきている。その中で重大な災害に繋が

る危険性のある事項を可視化し、運転手だけ

でなく周囲も認識できるようにする。 

過去の災害事例に基づく 
『指差呼称』リスト 

指差呼称実施状況 

重機本体の掲示状況 



5. 健康診断時期の「見える化」

現在行っている除染業務は「除染電離則」に

より6ヶ月ごとに健康診断を実施することが義

務付けられている。 

そこで作業員の入退場管理システムに健康診

断日を紐付け、健康診断期限の1ヶ月前から入

場時にアラートを表示させている。 

また、期限に間に合わず更新ができていない

場合は入場できない仕組みとなっている。 

入退場風景 

アラート画面 

6. 蜂アレルギー作業員の「見える化」

除染作業に伴い発生する蜂刺され災害に対応

するため作業員全員に対しアレルゲン検査を

実施し、陽性反応のある作業員を識別するた

めに「蜂シール」を貼り付けた。 

また「蜂対策グッズ」を全作業班に配布し、

刺された後の処置も徹底した。 

蜂対策グッズ 

・蜂撃退スプレー 

・ポイズンリムーバ 

・抗ヒスタミン軟膏 

・瞬間冷却剤 

・エピペン 
蜂シール 
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